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・　　一●一．一●●一

一■
一一■
・■
■
澱
ｒ
・，‐，■
■
．■

肛
一終
■
一
■
■
■
■
」
と
，

た
ず
●

．
一　
　
　
　
　
　
　
　
・●
一
一
　

．一
一　
●
●
．

一」一一」̈
鷹一「̈
］】̈
一一い」」̈
赫一̈̈
Ｈ颯一

‐‐る■
■
一ヽ一・ｔ
は
、
お
そ
ら
く
●
■
一■
●
よ
■
■
■
，
一環
‐

・十一一【一山一́ア佐「　＝“，締り＝「井一・一一一一ｉ一下ヽ
一一瀞一・」
・は「」」）ブヽ
い
●や一一一一一一
・一　・　　　　　・・　一一一一一一一一一一一一一．一・

一
勝
成
天
■
み
退
位
は
、
こ
ら
と
き
．か
‐卜
み
て
も
一
や
は
り
二
年
， 一Ｉ
ナ
″
・生
の
一Ｌ
と
で
あ

，
た
■

一
●

一
き
て
■

こ
の
一高
子
の
円
十
歳
の
賀
に
対

し
て
、
■
十
二
年
の
一
■
一■

，
■

‐‐Ｉヽ

三
■
院
，
一一
●
一
■

の
で
ぁ
る
。

い

わ
＝
■
■

に
行
ゎ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
■
め
な
う
ｏ
場
成
天
■
退
”
■
ヶ
一■
■
一
篠
の
‐‐
の
〓
ど
，
お

っ
た
。
興
凧
の

蠍
一
‐‐‐‐―，‐一
一
■
一
一０
■
■
小
ギ
一一ぐ
ら
北
‘＞‐一
ろ
林
●
一
ち
＝
‐の‘
と
で
一あ
一
た
こ一と
を・思
わ
せ
る
。
こ
の
年
１１１一
■・

■
■
■
．■
●
Ｉ
″
ド
佑
一″
で
●
・ケ
一
五
十
六
■
●
ふ

っ
た
。
そ
の
ご
と
ｉ
■
に
、
一
■
昨
．に
お
い
て
仏
的
に
行
わ
．れ
●

●
ど
ｔ
ｉ
た
ば
一
こ
″
●
一‐き‐ら
■
ｉ
ｔ
ｔ
■
「秘
■
」
と
呼
ふ
だ、■
こ
と
，
あ
つ
た
と
思
，
。
．し
か
し
、
こ
こ
で
は
一

け綺
＝
”
”静
一特
料̈
赫
絣
甜
μ
〓
佐．Ｆ
一・一一・■
一・・一一■
・の■
■
■
．

■

■

■

一■

一一一・一■

■

一■

一■

一・一
一一で‐‐
・■

，

‐‐‐‐‘‐●
”
‐〓ｔ
ｉ
デ
■
ｔ
ん‐■
＝
■
一
■
く
一
幽
＝
ｔ
ｒ
山
れ

よ
つ‐
０
■
″
４
一●
●
一
●
●
●
●
●
．●
―
一
一
　
一●
一

隧
鸞
鸞
燿
鷺
檬
囃

講
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■
♯

一
■
珠
瑚
一
一
一
南
慌
■
ヽ
■
■
■

‐
も
坪
ば
れ
て
、
二
会
慌
一
す
ぐ
一
一
に
■
一
だ
。
高
一子
の
挽
年
■
．ギ
一
の
貞
保
＝

一一
一
ｉ
ｔ
一
一
耐
■

，
■
ん
‐
だ
Ｉ
●
た
，
一
敦‐‐■
内
■
■
を
．■
ｔ
，
Ｉ
す
る‐‐一■
女
た
，
Ｉ
ま
た

‐
源‐‐
”
一
．肝
，
一
臣
下
に

一
一
一一
・・‐―人‐一
一
が
一ヽ鮮
し
ば
一
■
に
を
↓
れ
た
し
，
■
・ｔ
， 一
一
一
一
・一
一
て
、
私
力
で
自
一
一一一一
＝
一
一一
一‐ん一一
一一一

・た
一
ｔ
，
・一
，
意
味
でｒ
一
■
諄
た
＝
々
一″
一
だ
卜
一
ケ
れ
な
い
が■
一し
か
も
な
お
、
晴
に
か
げか
つ．■
■
と
．，
■

●
ル
■
‐天‐‐‐■
， ご
任
″
の■
征
の
こ
と
が
、
『に
一難
昨
計
「
ｒ
一
一
午
一
Ｉ
井
二
＝
の
と
■
夕
」
一
一た
一
一
一
●
．一
一
．

一
一
●
●
●
●
・
　

―
・　
　
　
　
．．　
　
一
・
●
●
■
・　
　
　
　
　
　
　
・
．
一●
●
・

一

●●
■
■
一大‐‐．一一征
・．一■
＝
∵
仕
後
守
藤
原
氏
＝
と
■
御
一一所
一
一
一
一・一一一
一一
佐
卒二ｔ，
乱
一た
に
争
一一
ｒ
一一，
一
一一
一
‐・‐‐‐一

●

一
‐１１
沢
一
式
逃
「迷
道
路
「
氏
助
之
宅
無
」有
二

人
一
Ｌ
れ
に
一
一■
■
作
山
杵
鹿
・也
。
面
に
以
〓松
火
肛
「
時
――，Ｉｌ
′暮

一
　
一之
＝
ず
選
，‐‐■
此
宅
「
■
率‐
■
サ
一
十
二
人
ず
＝
一
一人
一
人
■
■
■
一■
■
一
帯
三
弓
矢
一
柑
一
分‐
前
後
一
駈
馬
行
外
Ｉ

々

０
　
　
　

　
　

　
　

　
　

一　

　

　

・　

　

　

　

・・　

　

　

　

　

・●

・

・
　

一
　

　

一●

一
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

・

・
一

一
．
　

　

　

．

　

．

一
・一・一・一一・一

・

．
一

．
●

一

一

一

一
．　

　

・．・
一一一一
一一

．一一一一
　

　

　

　

　

　

　

　

一

・一

●
こ
の
よ
う
に
記
述
も
＝
だ
し
卜
一

―
一
●
一
●
●

●

一
　
　
　
　
　
．
●
一
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
・
一
●

一
一

一
楊
．成
天
■
は
気
性
が
ｔ
，●
た
一
一
一
一
を
，
一■
，
肛
″

，
証
■
が
『三
代
実
録
」
に一一
に
一
あ
，
た
一一
一
一
な
が
ヽ

報
一
た
の
が
事
実
で
あ

う．た
と
‐‐‐ｔ
ｉ
も‐

‐
‐
‘
一
一‐‐
‐
ま‐‐‐

‐
遊
一
一＝
一

一■
，
た
、
過
失
致
死
程
度
ら
●
ど
ざ
■

，
た
・が
，
知
れ
な
‐・、

か

ｒ
■
少
年
ら
し

い
乱
暴
さ
に
一地
〓
ず
ず
大

人
が
真
面
日
に
採
り
上
げ

る
よ
う
な
種
類

の
も

の
で
は
な

い
。
」
‐
―１１
述

べ
ら

一れ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

一
　

一
一　
一
●
一

●
●

・
■
‘
一
‐ま‐
、
退
位
後
の
陽
山
大
■
０
■
■
一
一必
然
化
す
る
も
の
と
し
て
、
史
書
の
記
載
な
み
る
こ
と
ら
で
き
る
の
で

一
な
か
ら
う
か
“
私
の
ひ
な
か
な
■
＝
一
●
一
一■
一
ｉ‐ｉＬ
有
は
、
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
―――‥
、
そ
の
気
性
に

，
１１

．ケ
一

一
´
）卜

，
以

上

に
、

■
■
．一
ど

一
一

一
ｉ
一一

‐
こ

と

に
す――
‐
‐
を

発
す

る
も

の

で
あ

り

、
無
謀

と

は

い
え
、
　
一
種

の
抵

抗

で
は
な

か

っ
た

か

と

い
う

こ
と

で
あ‐
る
一

〓
し

て
、

そ

の
よ

う

に
考

え

る
と

き

、

そ

れ
は
、
晩

年

の
高

子

の
曲

仙

・
轟

一
に

み

え

′０
、

件
寺
在
〓
山
城
国
Ｉ
宕
郡

ど
お
な
の
に
よ
つ
で
１１，１
ら
か
ｔ
あ
る
。
元
鷹
年
中
と
あ
る
力、
ら
、
高
子
●
■
十
歳
の
■
●
■
平
■
年
に
■
■
洸
■
・は
，

●
に
，
き
‐一一
い
‘
ず
■
子
■
肝
ｉ
し
な
か
っ
た
■
ド
ゎ
れ
る
が
、
信
ず
べ
■
も
″
で
は
な
い
た
一し
て
．■
●
■
一４
・■
ｉ

一
“
略
”
』
る‐‐‐次］
け
け
に
日
】
れ
は
高
“
］
刹
一
て し′】
」
一

卜
ヶ
し
社
な‐
‐
Ｌ
一
一
を
■
世
イーー‐―‐ケ
■
づ
く
ｔ
ｔ
ｔ
本
■
■
＾

●
ｒ
力
■
ケ
■
■
に
，
・ｒ
イーーー
ト
計
子
●
依
頼
一
■
●
一一
推
平

機

11
111機
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， ■

●
■

■

一一
３
一
以
玲
瑯
■
・一■
‐で■
‐‐るⅧ
ＩＩＩＩ‐で
ぁ
・略
が
，
コ■今
彙
一
・ｔ
ｔ
・一
＝
■
残
ｔ
て
い
；
■
人
で
も‐一
一
一
一
一
∝

■
■
‐な‐‐．一一町子
■
●
を
，
ｔ
た
■
か
ら
■
硼
仙
と
■
０
■
う
こ
と
■
■
つ
た
ｒ
お
ろ
う
一
一
，
一
ヶ
雌
仕
●
■
，
一
み
れ

ば

‐‐
一
詢
■
０
五
十
歳
●
賀
に
ｔ，‐
・■
■
れ
、
参
舛
し
た
と
．与
え
る
こ
．こ
は
け
然
な
こ
と
Ｏ
Ｆ
．●
力‐、
一ろ
‐
一，

力、
¨
『
古
午
集
」

＝
絆
一＝
討
綺
山
神
轄
・“・鮮
蝶
一」Ｉ
一”
■
ｉ
一

・， 一̈一．̈「一」・一「一「“一一”一一「「］」̈「「一一「『̈「「「一一「一一一̈一一一一一一̈コ一「

一一
一
・一
市
型
・一
一す「一
＝
一
一・一
理
一
一
一
■

・ム
々
。　
　
　
　
一
一　
．一
一一
一
一
一
一
一
一
一
・・　
　
　
・一
一
一　
．一
一
一一
一
一
一
一
一
一

一■
一
一
幽
‐‐‥‐‐が
、
一一一
一
一ｔ●
の
座
主
Ｆ
ｔ
て
比
校
け
一
↑
、
＝
ｒ
一卜
の
に
な
ぜ
であ
った
か
Ｆ
考
え
る
¨
一″

一る‐‐‐■
●
れ
は
、
『扶
■
一雌
■
マ
ト
作
げ
る
よ
う
に
高
■
計
０
＝
＝
●
〓
〓
ｔ
，
づ
く
こヽ
と
を
恐
れ
た
た
め
な
の
か
、
逆

に
‐‐ヽ―‐‐‐
■
ど
０
そ
，
け
プこ‐‐
世
卜
に
一ｒ
か
つ
た
一
ど
の
に
出
な
０
い
「
・一
大
ｉ
一
イ
川
の
ｉ
■
、
何
ら
か
い
関
係
の
あ

っ
た

一一」「ｒ［Ｈ」一高・一一ユ”は『̈
い出ｒ．」・ｒ」・一一一」」に一」に̈
‐・‐次‐‐によ，に記している。

陽
成
大
上
天
皇
母
晨
１１
人
膚
高
――
与
一東
光
■
一Ｉ
祐
■
＝
静
船
交
通‐
一
性
ｒ
一
■
位‐
■
■
■
流
〓

●
●
伊
豆
出
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

　

　

一
・　

一●
●
●
　
一
　
　
一●
●
一
●
　
一　
一　
・

一■
■
小
五
子
■
●
逃
げ
た
の
で
は
な
い
力、と
ｔ
■
‐ぅの
は

■
卜
一
性
た
■
●
・一
一
で
好
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
も
し
曲

¨̈”″一一一一一一””庫」一一一一【【「一蹴一

に
し
だ
，
・み
る‐‐‐̈
．は
一肝
■
■
ｔ
め
た
が
た
め
で
ぁ
っ
た
だ
ろ
う
”
¨
・
●
●
一　
・　
　
．　
一一●

一
ｒ一
‐ン‐‐‐．一に
一Ｌ
一一一‐と‐‐‐‐‐一
一
ち
ろん、
善祐
に
ことも
っく
ら
れ一一一一一一すに”，一一一， 一一
そ一
け一
陽成天

■

つ
■

■
を
■
イ
一
て
め
ｔ
・■

で
あ

「
た
Ｌ
。
そ
ぅ
だ
と
す

（
Ｌ
陽
た
一
■

，
■
に
■

の
■
ｉ
ｔ

、
ま
た
権
力
■

Ｉ
ょ

一」】̈」「一”一“一一い「一「̈”ル」一「一̈ｒ「」一」一̈””」一一【螂一一」一一̈脚〔一一

一．一
一一一一一・．
一●
一

・　

一・

・・・一・

一・

一

た
の
で
ぁ
ろ
，
か
‐―
●
●
■
．　
　
　
　
　
　
　
一．　
　
　
　
　
　
　
・
　

一―
―
●
一
　
一　
　
　
・一　
―

い
ま
の
前
耐
薦
卜
」は―
・
Ｆ
・
平
・ｏ
跡
だ
と
い

，
■

，
安
神
官
に

‥１１１
ぐ
み
ヶ
■
の
■
卜
■
・―‐‐‐
‐
平
す
神
キ
一

‐
１１‥ヒ
＾
る
と
≡

↑
小
■

‐‐‐
な‐
＝
■
に
す
ぎ
一
一
一
し
か
し
、
そ
つ
―石
つ
鳥
居
を
「
ル
人
る
―と
■
一
肝
‘
一
カ
ｉ
ｔ
一■
■
一
，
一
■
”
彙
脱

な
午
■
●
が
ど
ろ
↑
け
■
．み
‘
・
Ｉ
面
の
共
■
一
，
高
く
、
大
き
な
社
殿
が
、
た
き
な‐
■
術
″
一
一晨
一
丼
´
で
あ
る
。

杵
域
ほ
″
路
と
し
て
■
一
０
一ｉ
ｔ
．ま
っ
た
庭
で
ぁ
．イ
■
．イ
‘
に
ぁ
る
木
●
一
績
が
「
＝
■
つ
一
粧
●
■
珈
わ
色
Ｌ
ｔ
ヽ

ll]|

/ヽ

年
1メゞ
底
ブL
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一．一『一一一̈一一一̈一̈一一一̈『一̈”一一

・　．一一一一．一．一一・一・ｉんヽ・一一一一・一一・・・・る。　″̈になり、

■一４一でみイ‐―，ばヽ「・・・や■一↑．卜ん」には、＝い̈」「̈̈
一』̈・̈̈̈
・̈一̈｝̈一一̈一”̈一一一一

一
■
■
■
■
た
高
■
で
あ
一
た
だ
一ろ
う
か
ｏ
何
に
い
た
ヽ

一
一
一
“
と
す
る
子
供
た
Ｉ
一
．＝
ま
れ
な
が
ら
、
な
お
孤
ｍ

・　０妖艶かに■■でている「　　　　　　　　　　・書に一一一一一一一一」一時代一一一一．・一」̈
にｔ一

・
●
裏
沖
は

「古
４
会
＝
抄
』
に
、
こ
ゆ
日同
子
の

一
首
の
調

一
二
条
一
后
■
書
■
べ
き
に
ぁ
ら
ず
‐１．
ル
一指
摘
し
て
い
る
．
‐―ＩＩ
■
は
■
延
■

‐
十
■
三‐
■
二
十
四
Ｈ
に
七
し
た
が
、
そ
れ
が

一
一
■
一
一
‐ぉ
●
十
二
■
■
■

の
天
慶
六
年
に
な

っ
て
本
位
に
優
し
，
一

‐
‐‐る‐
●
■

‐
１１‐―‐‐■
＝
も

『古
今
和
歌
集
正
機
」
一
、
こ
の

¶
書
ｔ
「
一
、
「
復
位
め
後
に
書
き
改
め
し
な
ら
ん
」
と
い
っ
て

，
一ｔ
ｌｌ
高
一
卜
后
を
廃
せ
ら
れ
て
い
た
期
‐―――
の
工
喜

一・　
一
一
つ驀
比
ψ
「一
衿
集
」
■
は
、
制
古
■
「二年
の
き
■一一
一
一
■
一
跡
ｔ
か
った
・・す
ホ
見
解
が
大
方
の
一■

■
‐る‐〓
こ
ろ
Ｌ
・ム
つ
で
ぃ
る
ょ
ムノ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
歌
は
，
■
■
■
■
の
「古
今
集
』
で
は
「よ
■
人
し
ら

一　
ず
」
０
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